
～公募委員募集要項～
　♦応募資格　　若槻地区在住で満 20歳以上の方
　♦任　　期　　2年（平成28年4月1日～平成30年3月31日）
　♦募集期間　　平成28年2月29日（月）
　♦選考方法　　書類審査により決定し、
　　　　　　　　選考結果は文書で通知します。
　♦応募・問合せ先　　コミわか事務局
　　　　　　　　　　　℡　２６６－００３４
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～募集活動内容～
　♦交通安全活動・児童見守り活動
　♦健康管理維持促進活動
　♦ゴミ問題や環境美化
　♦土曜朝市運営スタッフ（任期なし）
　♦広報活動、広報紙作成・編集等
　♦ホタル等自然維持活動
　♦相撲大会・運動会・コンサート運営等

コミわか公募委員募集

～連載～　「若槻自然遺産」登録候補の紹介

（其の４）

　鬼岩トンネルは隈取川の源流、吉 3号線（高岡線）の八

方峠手前に昭和 10年に裾花凝灰岩の山腹を掘削した長さ

約 15m、幅 4mの素掘りのトンネルです。

　裾花凝灰岩は三登山林道に沿って広範囲に見られる崖、

露岩で白っぽくもろい性質の地層です。

　若槻地区、市街地から三登山を見上げた時、少し左側の

ほぼ中腹に緑の木々の中に白い岩の塊が見えているのをご

存知ですね。この「白岩」と呼ばれている露岩、長野商業

高校の裏裾花川の白い崖、犀川沿い小市あたりから茶臼山

にかけての山沿いに見られる白い露岩や崖も同じ裾花凝灰

岩です。

　鬼岩トンネルの内壁には今から 600～ 700 万年前の海

底火山で積もった火山灰の中に大小様々な形の礫が埋まっ

ているのが見られます。埋まった礫の層が縦に帯状となっ

てトンネルの天井を一周している様子を見る事が出来ま

す。火山灰の中に礫が堆積した時は水平になっていたはず

ですが、固まった後に地殻変動で 90度立ち上がったもの

と推測されます。

　トンネルの上の地表には 2つの角状突起があってしめ

縄が張られていたとの記録がありますが、その後の浸食に

よってかそれらしい形は今は見当たりません。

　トンネルの左手、谷に突き出した尾根上に高さ 3mほど

の大きな円錐の土柱が木立の間から見えます。仮に「大鬼

の角」と名付けてみました。

　トンネルの北側には風食によって彫り刻まれた「雲形」

の大きな岩が 2か所にあります。

　見る人、見る位置などによっては「人の顔」か「鬼の顔」

に見えたり「猫バス」の顔を連想させるものです。

　「鬼岩」「鬼岩岸」というかつての地名もこの岩に由来す

るのかもしれません。これぞまさしく奇岩、大自然が生み

だした芸術「自然の大彫刻」です。

　隈取川と言えば、弘化 4年に起こった善光寺大地震の際

には源流で発生した土石流が新池の堤防を決壊させ泥流と

なって吉村の 55 軒を破壊し 153 人の命を奪った大災害

の存在が地元などの記録にとどめられています。

　鬼岩トンネルと奇岩群の前から、隈取川の源頭部を観察

し、犠牲となった尊い命を偲び防災の意識を高める事も大

切かと思います。

　鬼岩トンネルと奇岩群はこうした善光寺平とそれを巡る

山々の生い立ち、大自然の壮大な営み、危険の側面も含め

て直に見、肌で感じることができる貴重な場所です。

　飯縄山の前山としての三登山、そのすそ野の若槻地区に

住んでてよかったとの思いを共有しながら暮らす私たち。

この思いと暮らしを大きく包み込んでくれている大自然に

目を向け、思いを馳せるためにぜひ訪れていただきたい場

所です。

　なお、裾花凝灰岩は風食が進み、露岩や露頭の中にはも

ろく崩れやすくなっている箇所が多く、落石の危険があり

ます。雪解け時期、長雨時期、台風や地震の後など山地の

崩落や地盤が緩んでいることが想定される場合は特に危険

です。現地には「落石により危険なため立ち入らないで下

さい」との注意書きが示されています。

　コミわかでは安全を確保したうえで、現地を熟知した担

当者が立会い、「調査、観察」を目的として入っています。

鬼岩トンネルと奇岩群の見学希望の方はコミわか主催の見

学会・観察会などの機会（こみわか広場で案内します）に

ご参加くださるようお願いします。

自然環境部会自然遺産委員会（文責・大村道雄）

▲ �トンネル南側は崩落が激し
く入口は元の高さの倍以上
に広がっています。トンネ
ルの左上に突起の残骸のよ
うなものが見えますが。

鬼岩トンネルと奇岩群　～大自然の壮大な営み～

楽農ボランティア募集（りんご農家への支援と栽培技術の習得）
　コミわか区長部の「若槻の農業振興のビジョンを考える会」
（代表　板倉幸男）では 27年に「楽農ボランティア」という
仕組みを作り、４人のボランティアさんに参加していただきり
んご作りを始めました。
　28年も引き続き実施していきますので、新たなボランティ
アさんを募集します。
　これは、オーナーからリンゴ園の一部を借りて、ボランティ
ア数名のチームによりリンゴ栽培作業を肩代わりして、その代
償として収穫したリンゴの一部をいただくというものです。こ
の仕組みを定着させることで、高齢化した農家の手助けとなる
とともに、ボランティアさん自身が身に着けた技術によりリン
ゴ園の経営ができることを目指しています。品質の高い若槻リ
ンゴの生産増とブランド化の一助を目指します。

　初心者、経験者問いません。興味のある方
は秋のリンゴをガッポリいただくことを楽し
みに応募してみませんか。子どもさんのいる
方も、作業を通じて家族の絆づくりに是非参
加してください。
　作業内容は主に花摘み、一輪摘花、摘果、玉
まわし、葉摘み、収穫などで当初は専門家の指
導を受けながら進めることを想定しています。
　作業時間や日にちは個人の都合で選べるよう
にしています。
　リンゴの好きな方、是非ご応募ください。
　申込みはコミわか事務局２６６－００３４

楽農ボランティアの仕組み（イメージ） リンゴ園主

楽農ボランティア募集 楽農ボランティア

事
務
局

リンゴの木

1 利用許可
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3 剪定・消毒

4 栽培作業

6 収穫したりんごを
　作業実績に応じて支給5 収穫物リンゴ栽培の作業指導はオーナーさんや事務局が行う。

剪定、消毒等はオーナーと相談の上、原則事務局で実施。

ボランティアには収穫物を作業実績に応じて支給。

市民農園で野菜作りをしませんか
自分が育てた野菜はとにかくウマイ！

　若槻地区住民自治協議会（コミわか）の一般社団法人コミわか
グリーン倶楽部では 28年度の市民農園（コミわか農園）の利用者
を募集します。
◆場所
　・徳間（徳間小学校の北側一帯）
　・檀田
　・吉　（県道�長野荒瀬原線�神明社南側）
　・その他　若槻地区内の数か所

◆面積と利用料
　１区画　80～ 100㎡（30坪前後）
　区画により差はありますが、概ね年額 5,000 円
～ 7,500 円
◆募集期間
　平成28年3月15日としますが、２月末までの申
し込みから逐次案内いたします。

連絡先　若槻地区住民自治協議会
「コミュニティわかつき」事務局
TEL�０２６－２６６－００３４（平日午前8:30～17:00）

若槻あいあい文化祭

長野市立若槻公民館
成人学校・同好会・サークル作品展　改め、

出あい
　ふれあい
　学びあい日　　時　2月26日（金）13:00～16:30

　　　　　2月27日（土）10:00～15:00
会　　場　若槻公民館（若槻コミュニティセンター）
展示内容　絵画・書道・写真・水墨画・和紙ちぎり絵・きり絵
　　　　　水彩画・パッチワーク
実技発表　2月27日（土）10:00～14:50
成人学校� 太極拳・謡曲・コーラス・沖ヨガ・フラダンス
� フラワーコーラス・槻の木コーラス・吉琴美菜会
� 上野大正琴グループ・若槻手話サークル
� さわやか木曜太極拳・さわやか太極拳（水）同好会
� 長野クリスタルバトン・若槻少年剣友会
喫茶コーナー　2月27日（土）10:00 から
　（食改さん）　マドレーヌ＆コーヒー� 100 円
　　　　　　　五目おこわ� 150 円
　　　　　　　マドレーヌ（2個入)� 150 円

魂をこめた作品・心のこもった発表をごらんください!
※個人的な出展を希望する方は公民館にご連絡下さい。
　若槻公民館　電話番号 295-3355

体験できます

若槻郷土史研究会
講演会開催
（第12回）

日　時　　平成28年2月22日（月）13時30分～
場　所　　若槻コミュニティセンター　大会議室（2階）
演　題　　古文書を読んでみよう
　　　　　「古文書解読への誘い」
　　　　　講師　松橋好文（本会会員）
　　　　　�元県立長野図書館調査閲覧課長、八十二文化財

団古文書講座・長野県シニア大学などの講師を
歴任

　　　　　�江戸時代の離縁状「三行半（みくだりはん）」や
「苗字帯刀免許状」など興味深い古文書を通じて
当時の歴史を学びます。

　　　　　�併せて、古文書解読の基礎をやさしく解説いた
します。

資料代　　100円（ただし会員不要）
問合せ　　若槻郷土史研究会
　　　　　会長　金子　弘　TEL２４４－７５６６

入場無料

求む。頼れるあなたのやる気・勇気・力・笑顔！

子ども相撲大会の運営バザーの値付け

「ふれあいコンサート」の準備
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平成28年若槻地区消防出初式　～無火災・無災害を誓う～
　１月９日（土）、災害の
ない一年を誓う年頭の行
事「若槻地区消防出初式」
が、消防団と地区防災関
係者により若槻コミュニ
ティセンターにおいて開
催されました。
　防災組織と住民が一体となり、火災・災害のない「より安全で
安心して暮らせる若槻地区」を目指すことを誓いました。
　今年も、住民一人ひとりが防災意識を高く持つとともに「火の
用心」を心がけていきましょう。

『火の始末
 着けたあなたが責任者』
『火の始末
 着けたあなたが責任者』

１　家のまわりに燃えやすいものを置かない。

２　風の強いときは、たき火をしない。

３　ストーブに、燃えやすいものを近づけない。

住宅用火災警報器の
点検をしていますか？ ★火災が発生しやすい季節を

　迎えます

（積極的にご参加ください）今後の行事予定今後の行事予定
行　　　事　　　名 月　　日 時　　間 場　　　　　　　所 関連部会等

お母さんの何でもトーク（保育士さんと遊ぼう） 2月19日（金） 10時～12時 コミュニティセンター三登山ホール 民協・福祉部会

ぴっかり教室（体を動かそう・3回目） 2月24日（水） 10時～11時30分 コミュニティセンター大会議室 健康部会

若槻子ども文庫おはなし会 3月18日（金） 10時30分～12時 コミュニティセンター三登山ホール 福祉部会


